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観
光
・
旅
行
業
界
は
例
外
的
に
好
調
か

も
し
れ
な
い
が
、
他
の
大
半
の
業
界
で
は
、

当
初
の
思
惑
通
り
と
は
言
い
難
く
、
シ
ニ

ア
は
な
か
な
か
財
布
の
紐ひ

も

を
緩
め
て
く
れ

な
い
、
シ
ニ
ア
の
消
費
実
態
が
つ
か
み
切

れ
な
い
等
、
嘆
息
の
声
も
多
く
聞
か
れ
る
。

こ
う
し
た
期
待
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
背

景
に
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
、
シ
ニ

ア
市
場
に
対
す
る
三
つ
の
見
誤
り
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
観
光
・
旅
行
業
界
に
と
っ
て
も
、

改
め
て
シ
ニ
ア
市
場
を
見
つ
め
直
す
上
で

の
他
山
の
石
と
な
る
に
違
い
な
い
。

市
場
規
模
は
人
口
規
模
に
非あ

ら

ず

一
つ
目
の
見
誤
り
は
、「
市
場
規
模
」

自
体
に
つ
い
て
の
見
誤
り
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
と
か
く
「
市
場
規
模
」
と
い
う

と
、
つ
い
そ
の
人
口
規
模
に
ば
か
り
目
が

奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来
、
市
場
規
模
と

は
、「
購
買
意
欲
」×「
購
買
能
力
」×「
購

買
人
口
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
（
図
１
）。

す
な
わ
ち
、
当
該
商
品
（
や
サ
ー
ビ
ス
）

を
買
い
た
い
と
い
う
意
欲
と
買
え
る
能
力

を
有
す
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
が
問
題

な
の
で
あ
り
、
単
に
人
口
が
多
い
か
ら
と

い
っ
て
市
場
が
大
き
い
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
シ
ニ
ア
層
の
人
口
規
模

が
い
か
に
大
き
い
と
し
て
も
、
ま
ず
は
彼

ら
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
購
買
意
欲
と
購
買
能

力
を
持
っ
て
い
る
か
を
精
査
す
る
こ
と
な

く
し
て
市
場
規
模
は
語
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

一ひ
と
く
く括
り
に
で
き
な
い
シ
ニ
ア
市
場

次
に
、一
口
に
シ
ニ
ア
と
い
っ
て
も
、
所

得
や
貯
蓄
額
の
多
寡
に
始
ま
り
、
健
康
状

態
や
世
帯
構
成
等
々
、
属
性
も
消
費
実
態

も
実
に
多
様
で
あ
る
。
総
人
口
の
四
分
の

一
を
占
め
る
人
た
ち
を
、一
様
な
も
の
と
し

て
一
括
り
に
考
え
る
こ
と
自
体
、土
台
無

理
な
話
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ

シ
ニ
ア
市
場
に
対
す
る

三
つ
の
見
誤
り

「
ア
ク
テ
ィ
ブ・
シ
ニ
ア
」へ
の
過
剰
期
待

近
年
、
業
界
を
問
わ
ず
、
シ
ニ
ア
市
場

へ
の
期
待
が
増
大
し
て
い
る
。
現
時
点
で

総
人
口
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
総
人
口
が
減
少
す

る
な
か
で
、
唯
一
拡
大
が
見
込
め
る
有
望

な
市
場
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
特

に
、
こ
こ
数
年
は
、
団
塊
世
代
が
リ
タ
イ

ア
期
を
迎
え
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ク
テ

ィ
ブ・
シ
ニ
ア
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
…
…
は
ず

だ
っ
た
の
だ
が
、実
際
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
消
費

　
　
　
　
―
―
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
視
点
か
ら
の
考
察

学
習
院
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師

乳
井  

瑞
代 2

＊青木ら（2008）9ページを一部修正。14ページ、［主な参考文献］参照
（注）DINKS：「Double Income No Kids」の略。子どものいない夫婦共働き世帯のこと。

図1  市場規模の規定要因

市
場
規
模
規
定
因

①人口動態の変化
人口減少、少子化、高齢化

（晩婚・非婚化、少産化）

②経済格差の拡大
所得・資産・消費の格差拡大

（正規雇用vs.非正規雇用、
DINKS（注）、勝ち組カップル）

③価値意識の変化
新たな価値意識、ライフスタイル

（シングル層の増加、DINKS）

購買人口
（その人たちが何人いるか）

購買能力
（支払うお金を持っているか）

購買意欲
（「買いたい」と思っているか）
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た
か
も
「
シ
ニ
ア
市
場
」
と
い
う
、ひ
と
塊

の
同
質
的
な
市
場
が
出
現
す
る
か
の
期
待

（
幻
想
）
を
抱
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
第

二
の
見
誤
り
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
シ
ニ

ア
の
構
成
比
は
、今
後
ま
す
ま
す
増
加
し
、

五
十
年
後
の
二
〇
六
〇
年
に
は
四
割
に
達

す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
的
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、「
シ
ニ
ア
市
場
」
と
い
う
何
か
特

別
で
魅
力
あ
る
新
市
場
が
出
現
す
る
と
い

う
よ
り
、
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
も
顧

客
の
二
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
言
う
な
れ
ば
、「
市
場
の
シ

ニ
ア
化
」
が
進
展
し
て
い
る
の
だ
。

団
塊
世
代
は
特
異
な
世
代

三
つ
目
の
見
誤
り
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

シ
ニ
ア
　
団
塊
世
代
と
同
一
視
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
論
と
世
代
論
を
混
同
さ
せ
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
四
七
～
四
九
（
昭
和
二
十
二
～

二
十
四
）
年
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に

生
ま
れ
た
団
塊
世
代
は
、
戦
後
最
大
の

人
口
規
模
を
有
す
る
世
代
で
あ
る
が
故

に
、
こ
れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
消
費
の
大

き
な
牽け

ん
い
ん引
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
団
塊
世
代
が
リ
タ
イ
ア
を
迎
え
、
シ

ニ
ア
年
齢
に
突
入
し
た
の
だ
か
ら
、
多
く

の
業
界
が
期
待
を
寄
せ
る
の
は
無
理
も
な

い
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
人
口

規
模
＝
市
場
規
模
で
は
な
く
、
彼
ら
の
全

て
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ニ
ア
と
は
限
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
両
者
を
安
易
に
混
同
し
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ニ
ア
市
場
を
巨
大
な
市

場
と
見み

な倣
す
こ
と
は
錯
覚
に
他
な
ら
な
い
。

加
え
て
注
意
す
べ
き
は
、
団
塊
世
代
向

け
に
策
定
さ
れ
た
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ

デ
ル
は
、
早
晩
、
通
用
し
な
く
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
団
塊
世
代

と
そ
れ
以
降
の
世
代
と
で
は
、
人
口
規
模

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
消
費
行
動
の
根
底

に
あ
る
生
活
構
造
（
中
で
も
、
女
性
の
生

き
方
や
家
族
の
在
り
方
）
が
大
き
く
異
な

る
か
ら
で
あ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
団
塊
世
代
と
は
、
米

国
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
同
様
、
第
二
次
世

界
大
戦
で
出
兵
し
て
い
た
男
性
た
ち
が
終

戦
で
帰
還
し
、
結
婚
や
出
産
が
一
気
に
再

開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
特
異

な
世
代
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う

な
爆
発
的
な
人
口
規
模
を
有
す
る
世
代

が
出
現
す
る
こ
と
は
二
度
と
あ
り
得
な
い

の
で
あ
る
。

ま
た
、
団
塊
世
代
は
、
次
章
で
詳
述

す
る
よ
う
に
、
多
く
の
女
性
や
家
族
が

画
一
的
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
（
こ
れ
を

「
標
準
的
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
と
呼
ぶ
）
最

後
の
世
代
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
団
塊

世
代
ま
で
は
、
市
場
を
同
質
的
な
一
括
り

の
市
場
と
し
て
見
倣
す
こ
と
が
許
さ
れ
て

も
、
そ
れ
以
降
の
世
代
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
団
塊
世
代
に
対
し
て

う
ま
く
い
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
、

次
に
続
く
世
代
に
も
通
用
す
る
と
は
限
ら

な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
市
場
に
対
し
て

は
、
ま
だ
、
き
ち
ん
と
そ
の
実
像
が
つ
か

め
な
い
ま
ま
、
期
待
だ
け
が
先
行
し
て
い

る
の
が
実
情
だ
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
そ

の
姿
を
見
定
め
る
た
め
の
一
つ
の
視
点
と

な
る
「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
と
い
う
概
念
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

ラ
イ
フ
コ
ー
ス・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
は

「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
（life course

）」
と
は
、

一
九
七
〇
年
代
に
米
国
で
登
場
し
た
概
念

で
、「
個
人
が
一
生
の
間
に
辿た

ど

る
道
筋
（
人

生
行
路
）」
の
こ
と
を
指
す
家
族
社
会
学

分
野
の
用
語
で
あ
る
（
注
１
）。
人
生
に
は
、

就
学
、
就
職
、
結
婚
、
出
産
等
々
、
さ
ま

ざ
ま
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
順
番
や
間
隔
で
選
択
す
る
か
に

よ
っ
て
、
人
々
の
人
生
は
多
岐
に
枝
分
か

れ
し
て
い
く
。
そ
の
選
択
の
軌
跡
が
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
で
あ
る
（
注
２
）。

そ
れ
以
前
の
米
国
で
は
、
多
く
の
女
性

が
「
結
婚
や
出
産
を
経
て
子
育
て
期
に

入
り
、
子
供
が
巣
立
つ
と
夫
婦
二
人
の
生

活
に
戻
り
、
や
が
て
老
齢
期
を
迎
え
る
」

と
い
う
画
一
的
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
歩
ん

で
い
た
た
め
、
子
育
て
期
な
の
か
巣
立
ち

期
な
の
か
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

違
い
に
着
目
し
て
さ
え
い
れ
ば
事
足
り
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
女
性
の
高
学
歴
化
と

社
会
進
出
が
徐
々
に
静
か
に
進
行
し
（
注

３
）、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
多
様
化
が
進
展
し

た
た
め
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
自
体
の
違
い
に

着
目
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
違

い
（
注
４
）
が
、
家
族
や
家
計
の
変
容
を
も

た
ら
し
、
消
費
や
経
済
に
影
響
を
与
え
、

ひ
い
て
は
人
口
動
態
変
化
や
社
会
変
動

を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
や
が
て
家
族
社

会
学
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
分
野
で
も

注
目
さ
れ
る
概
念
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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日
本
に
お
け
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の

画
一
化
と
多
様
化

日
本
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
画
一
化
と
多
様

化
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
わ

ず
か
三
十
年
余
の
間
に
急
速
に
進

ん
だ
。
図
２
は
、
戦
後
日
本
の
人

口
動
態
変
化
と
経
済
成
長
の
プ
ロ

セ
ス
を
示
し
た
グ
ラ
フ
だ
が
、
こ

れ
を
見
る
と
、
戦
後
直
後
は
四・五

前
後
で
あ
っ
た
合
計
特
殊
出
生
率

が
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
か
け
て

急
速
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
は
、
終
戦
後
の
社
会

の
安
定
化
と
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、

ま
ず
死
亡
率
が
先
行
し
て
低
下
し
、

や
が
て
「
多
く
産
ま
な
く
て
も
長

生
き
す
る
な
ら
、
産
む
数
も
少
な

く
て
よ
い
」
と
産
児
数
が
制
限
さ

れ
、
極
め
て
短
期
間
に
出
生
率
が

低
下
し
た
た
め
で
あ
る
（
人
口
転

換
理
論
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
「
第

一
次
人
口
転
換
期
」（
注
５
）
と
呼
ぶ
）。

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、人
口

が
最
小
限
維
持
さ
れ
、
か
つ
、
当

時
の
経
済
状
況
や
住
環
境
等
の
な

か
で
子
育
て
し
や
す
い
子
供
二
人

程
度
に
産
児
数
が
安
定
化
し
て
い
き
（
出

生
率
安
定
期
：
一
九
五
五
～
一
九
七
三
）、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
女
性
の
一
生
に
お
け
る

出
産
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
そ
の
分
、
出
産

期
以
降
の
人
生
が
出
現
し
長
期
化
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
過
程
の
な
か

で
、
多
く
の
女
性
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
選

択
の
時
期
や
順
序
が
固
定
化
し
、「
標
準

的
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
画
一
的

な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
が
出
現
し
、
そ
の
結
果
、

い
ま
だ
に
多
く
の
人
が
典
型
的
な
日
本
の

家
族
像
と
し
て
想
起
す
る
「
夫
婦
と
二
人

の
子
供
か
ら
成
る
核
家
族
で
、
妻
は
専
業

主
婦
」
と
い
う
標
準
的
な
家
族
形
態
（
注

６
）
が
形
成
さ
れ
た
（
青
木
ら
二
〇
〇
八
）。

ち
な
み
に
、
団
塊
世
代
は
、
こ
の
「
出
生

率
安
定
期
」
の
末
期
に
家
族
を
築
い
た
世

代
、
す
な
わ
ち
、
女
性
た
ち
が
標
準
的
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
い
た
最
後
の
世
代

な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
て
出
生
率
が
安
定
す
る

と
、
女
性
た
ち
は
、
出
産
や
育
児
期
以
外

で
の
自
己
実
現
を
模
索
し
始
め
、
高
学
歴

化
や
社
会
進
出
が
進
み
、
や
が
て
は
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
選
択
や
時
期
も
多
様
化
す

る
。
そ
の
結
果
、
非
婚
化
や
晩
婚
化
、
晩

産
化
等
が
進
ん
だ
だ
め
、
一
九
七
〇
年
代

後
半
以
降
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
再
び
さ

ら
に
漸
減
し
、
周
知
の
と
お
り
少
子
化
が

進
行
し
た
。
そ
し
て
、
現
代
で
は
、
女
性

た
ち
は
ま
さ
に
十
人
十
色
の
多
様
な
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
筆
者
も
研
究
参
画
し
て
い
る

パ
ネ
ル
調
査
（
注
７
）
で
は
、
約
千
五
百
名

の
女
性
た
ち
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
主
要
な

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
選
択
状
況
に
則
し
て

類
型
化
し
た
と
こ
ろ
、
十
五
パ
タ
ー
ン
も

の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
が
抽
出
さ
れ
た
（
図
３
）。

そ
し
て
、
こ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
違
い
が
、

女
性
本
人
の
消
費
意
識
や
消
費
行
動
ば

か
り
か
、
家
族
（
世
帯
）
の
消
費
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
（
分
析
結
果
の
詳
細
は
、
青
木

ら
二
〇
〇
八
を
参
照
の
こ
と
）。

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
る

消
費
行
動

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
違
い
が
消
費
意
識
や

行
動
の
違
い
を
生
み
出
す
背
景
に
は
、
大

き
く
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
持
て
る
「
生

活
資
源
」
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
、
消

費
に
違
い
を
生
じ
さ
せ
る
。
筆
者
ら
は
、

生
活
資
源
を「
経
済
資
源（
＝
所
得
）」「
時

注）人口動態の時期区分については高橋（2004）による。　＊出典：青木ら（2008）、22ページ

図2  戦後日本の人口動態変化と経済成長
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ひ
と
つ
取
っ
て
も
こ
れ
だ
け
の
差
が
生
じ

る
の
だ
か
ら
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
よ
る
生

活
資
源
の
違
い
が
女
性
本
人
や
家
族
の
消

費
に
及
ぼ
す
影
響
は
推
し
て
知
る
べ
し
で

あ
る
。

な
お
、
シ
ニ
ア
の
消
費
を
考
え
る
上
で

は
、
さ
ら
に
第
四
の
資
源
と
し
て
「
健
康

資
源
」
を
付
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
ど
ん
な
に
お
金
と
時
間
が
あ
っ
て
も
、

健
康
で
な
け
れ
ば
、
消
費
、
と
り
わ
け
レ

ジ
ャ
ー
消
費
に
積
極
的
に
な
れ
な
い
の
は

自
明
で
あ
る
か
ら
だ
。

第
二
の
理
由
は
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
、
女
性
た
ち
が
担
う
「
役
割
」
が
異

な
る
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、
シ
ン
グ
ル

女
性
が
担
う
役
割
は
、
せ
い
ぜ
い
仕
事
人

と
私
と
い
う
一
人
二
役
程
度
だ
が
、
継
続

就
業
マ
ザ
ー
の
場
合
は
、
仕
事
人・妻・母・

私
（
時
に
娘
や
嫁
）
と
、
一
人
で
四
役
も

五
役
も
こ
な
し
て
い
る
。
こ
の
担
う
役
割

の
数
や
ウ
エ
イ
ト
の
違
い
が
生
活
資
源
配

分
の
仕
方
や
領
域
の
違
い
を
生
み
、
そ
れ

が
消
費
ニ
ー
ズ
の
違
い
を
生
み
出
す
の
で

あ
る
。

こ
の
「
役
割
」
に
着
目
す
る
と
、
①
役

割
の
軽
減 

②
役
割
の
強
化 

③
役
割
の

切
り
替
え
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

間
資
源
」「
家
族
資
源
」（
注
８
）
の
三
つ
で

捉
え
て
い
る
が
、
こ
の
有あ

り
様よ

う

が
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
の
だ
。

ひ
と
頃
「
女
女
格
差
」
が
大
き
な
話
題

を
呼
ん
だ
が
、
内
閣
府
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

定
年
ま
で
継
続
就
業
し
た
女
性
と
、
結

婚
や
出
産
に
よ
っ
て
就
業
中
断
後
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
復
職
し
た
女
性
と
で

は
、
生
涯
所
得
に
し
て
約
二
億
四
千
万
円

の
差
、
専
業
主
婦
と
の
差
は
二
億
七
千
万

円
に
上
り
、
こ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
世
帯
の

生
涯
所
得
の
差
に
つ
な
が
る
。
経
済
資
源

図3  パネル調査から抽出された15のライフコース（LC）類型
＊学習院大学経済研究所  パネル調査より
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特集２これからのシニア消費——ライフコース視点からの考察

消
費
ニ
ー
ズ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
家
事
の
省
力
化
や
外
部
化
ニ

ー
ズ
は
「
①
役
割
の
軽
減
」。
専
業
主
婦

が
、
自
分
の
存
在
意
義
を
家
族
に
示
す

た
め
手
作
り
の
食
事
に
こ
だ
わ
る
等
は

「
②
役
割
の
強
化
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
②
や
③
の
視
点
は
、
レ

ジ
ャ
ー
消
費
に
と
っ
て
も
、
ニ
ー
ズ
発
見

の
有
用
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

例
え
ば
、
先
の
パ
ネ
ル
調
査
か
ら
は
、
継

続
就
業
マ
ザ
ー
が
、
他
の
ど
の
ラ
イ
フ
コ

ー
ス
よ
り
も
家
族
団だ

ん
ら
ん欒
を
重
視
し
、
外
食

や
家
族
レ
ジ
ャ
ー
に
積
極
的
だ
と
の
分
析

結
果
が
得
ら
れ
た
。
従
来
は
、
家
族
団
欒

は
専
業
主
婦
の
専
売
特
許
の
よ
う
に
思
わ

れ
が
ち
だ
っ
た
が
、「
役
割
」
視
点
か
ら

解
釈
す
る
と
、
継
続
就
業
マ
ザ
ー
の
場
合

は
、
普
段
子
供
と
接
す
る
時
間
が
少
な
い

分
、
帰
宅
後
や
週
末
は
完
全
に
母
役
割
に

徹
し
、
持
て
る
生
活
資
源
を
惜
し
み
な
く

投
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
な
ど

は
ま
さ
に
「
③
役
割
の
切
り
替
え
」
か
ら

生
じ
た
消
費
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
違
い

が
生
活
資
源
や
役
割
の
違
い
を
生
み
出
し
、

結
果
と
し
て
、
消
費
意
識
や
行
動
の
違

い
（
具
体
的
に
は
、
購
買
チ
ャ
ネ
ル
や
購

買
価
格
帯
、
選
択
ブ
ラ
ン
ド
、
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
意
思
決
定
の
仕
方
等
々
）
を

生
み
出
し
て
い
る
（
図
４
）。
こ
の
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
市
場
（
顧
客
）
を
考

え
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
団
塊
世
代
の
す

ぐ
後
ろ
に
は
、
こ
う
し
た
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

多
様
化
時
代
の
女
性
た
ち
が
、
シ
ニ
ア
予

備
軍
と
し
て
控
え
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
消
費

異
な
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
き
た

シ
ニ
ア
の
出
現

前
章
で
も
繰
り
返
し
述
べ
た
と
お
り
、

団
塊
世
代
以
降
の
女
性
た
ち
は
、
団
塊
世

代
ま
で
と
は
違
っ
て
、
多
様
な
ラ
イ
フ
コ

ー
ス
を
歩
み
、
消
費
意
識
や
行
動
も
多
様

化
・
細
分
化
し
て
い
る
。
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

に
よ
っ
て
老
後
へ
の
備
え
の
意
識
も
異
な

る
し
、
何
よ
り
、
シ
ニ
ア
以
前
に
築
か
れ

た
女
性
本
人
（
ひ
い
て
は
世
帯
）
の
生
活

資
源
の
有
り
様
が
全
く
異
な
る
の
だ
。
し

た
が
っ
て
、
今
以
上
に
シ
ニ
ア
市
場
が
細

分
化
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
シ
ニ
ア

に
至
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
考
慮
し

た
、
き
め
細
か
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
求

め
ら
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

前
章
で
述
べ
た
「
四
つ
の
生
活
資
源
」
な

ど
も
、
有
用
な
細
分
化
軸
の
一
つ
と
な
り

得
る
。
参
考
ま
で
に
極
め
て
簡
略
な
模
式

図
を
示
す
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
市
場

の
細
分
化
を
検
討
す
る
こ
と
も
今
後
は
必

要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
（
図
５
）。

せ
っ
か
く
、
よ
う
や
く
団
塊
世
代
が

本
格
的
な
リ
タ
イ
ア
を
迎
え
た
と
い
う

の
に
水
を
差
す
よ
う
だ
が
、
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
第
一
期
世
代
（
注
９
）
で
さ
え

そ
ろ
そ
ろ
五
十
代
に
突
入
し
、
シ
ニ
ア
予

備
軍
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
団
塊
世
代
と
い

う
目
先
の
大
き
な
獲
物
に
ば
か
り
気
を

取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
次
な
る
世
代
に

備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
次

な
る
世
代
に
は
、
団
塊
世
代
に
は
な
い
別

の
旨う

ま

味み

が
あ
る
か
ら
だ
。

新
た
な
レ
ジ
ャ
ー
消
費
の
担
い
手

次
な
る
世
代
の
最
も
大
き
な
旨
味
は
、

図5  シニア市場の多様性
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図4  ライフコースと消費行動の関係性
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女
性
自
ら
が
獲
得
し
た
経
済
資
源
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
で
さ
え
、

シ
ニ
ア
の
レ
ジ
ャ
ー
消
費
は
女
性
の
ほ
う

が
活
発
だ
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

彼
女
ら
は
、
所し

ょ
せ
ん詮
夫
が
蓄
積
し
て
く
れ
た

経
済
資
源
の
範
囲
で
消
費
を
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
次
な
る
世
代
の

女
性
た
ち
は
、
生
涯
未
婚
の
継
続
就
業

女
性
も
い
れ
ば
、
継
続
就
業
マ
ザ
ー
や
復

職
層
等
、
金
額
の
多
寡
は
あ
れ
ど
も
自
ら

稼
い
だ
経
済
資
源
を
持
ち
、
老
後
の
生
活

に
も
早
く
か
ら
備
え
て
い
る
傾
向
が
高
い
。

こ
の
た
め
、
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
も
夫
に
気

兼
ね
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
自
由
意
思

で
、
経
済
資
源
を
レ
ジ
ャ
ー
消
費
に
充
て

る
こ
と
が
容
易
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
う

し
た
有
職
女
性
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

乏
し
か
っ
た
時
間
資
源
が
リ
タ
イ
ア
に
よ

っ
て
一
挙
に
潤
沢
に
な
る
の
だ
か
ら
、
持

て
る
生
活
資
源
を
活
用
し
て
、
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
を
楽
し
も
う
と
す
る
女
性
も
多
い
だ

ろ
う
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
の
が
、
先
に
述
べ

た
「
役
割
の
切
り
替
え
」、
も
っ
と
言
え
ば
、

「
役
割
か
ら
の
解
放
」
で
あ
る
。
男
性
の
場

合
、
も
と
も
と
在
職
中
は
仕
事
人
役
割
に

専
従
し
て
い
る
人
が
多
い
た
め
、
リ
タ
イ

ア
と
と
も
に
、生
き
が
い
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
喪
失
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
有
職

女
性
は
、
会
社
を
離
れ
て
も
、
子
供
た
ち

を
は
じ
め
、大
学
や
職
場
の
旧
友
や
マ
マ
友
、

地
域
の
知
人
等
々
、幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
ち
、そ
れ
ら
が
継
続
さ
れ
る
た
め
、一

緒
に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
仲
間
に
事
欠
か

な
い
。
仕
事
人
役
割
や
母
役
割
か
ら
解
放

さ
れ
、再
び
「
自
分
」
を
楽
し
む
時
間
を
獲

得
し
た
の
だ
か
ら
、
健
康
で
親
の
介
護
等

が
生
じ
な
い
う
ち
は
、レ
ジ
ャ
ー
消
費
に

積
極
的
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ

と
い
う
の
は
、
生
活
者
を
点
で
は
な
く
線

で
捉
え
る
発
想
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、

人
は
明
日
か
ら
い
き
な
り
シ
ニ
ア
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ご
と
に
、

将
来
彼
女
ら
が
送
る
で
あ
ろ
う
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
の
姿
を
概
ね
想
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
住
宅
や
保
険
業
界
等
は
も
と
よ

り
、や
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
レ
ジ
ャ
ー
業
界

に
お
い
て
も
、
四
十
～
五
十
代
の
う
ち
か

ら
顧
客
を
囲
い
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
、
紙
幅
の
関
係
で
個
々
の
議
論
に

深
く
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

と
に
か
く
、
今
必
要
な
の
は
、
シ
ニ
ア
市

場
を
一
括
り
に
せ
ず
、
き
ち
ん
と
腑ふ

分
け

を
す
る
こ
と
。
そ
の
際
に
、
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
視
点
を
導
入
す
る
と
、
今
ま
で
見
え
て

こ
な
か
っ
た
市
場
機
会
、
そ
し
て
、
団
塊

世
代
以
降
の
こ
れ
か
ら
の
市
場
機
会
を
発

見
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
過
剰
な

期
待
と
幻
想
を
捨
て
、
市
場
を
冷
静
に

見
つ
め
直
す
こ
と
こ
そ
、
真
の
チ
ャ
ン
ス

を
発
見
す
る
近
道
な
の
で
あ
る
。

（
に
ゅ
う
い　

み
ず
よ
）
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木
幸
弘
＋
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
研
究
会
編『
ラ
イ

フ
コ
ー
ス・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、

二
〇
〇
八
）。（
乳
井
が
第
２
章
、第
３
章
、巻
末
資
料

等
を
分
担
執
筆
）

・
阿
藤
誠『
現
代
人
口
学
：
少
子
高
齢
社
会
の
基
礎
知

識
』（
日
本
評
論
社
、二
〇
〇
〇
）

・
高
橋
重
郷「
結
婚・家
族
形
成
の
変
容
と
少
子
化
」、

大
淵
寛・高
橋
重
郷
編
著『
少
子
化
の
人
口
学
』（
原

書
房
、二
〇
〇
四
）

（
注
１
）ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
い
う
概
念
を
最
初
に
提
唱
し
、

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、米
国

の
社
会
学
者
の
エ
ル
ダ
ー（Elder, G.H

.Jr.

）で

あ
る
。彼
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を「
人
生
上
の
出
来

事（life events

）や
そ
こ
で
取
得
す
る
社
会
的

役
割
の
配
列（sequence

）」と
定
義
し
て
い
る
。

（
注
２
）ラ
イ
フ
コ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
筆
者
も
分
担
執
筆
し
て
い
る
青
木
ら

（
二
〇
〇
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
注
３
）米
国
で
は「
静
か
な
革
命（Subtle Revolution

）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
注
４
）男
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
ほ
う
が
、よ

り
多
様
性
の
幅
が
広
く
、早
期
に
進
行
し
て
お

り
、消
費
や
経
済
、人
口
動
態
変
化
や
社
会
変

動
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。少
子
化
の
問
題

等
は
、ま
さ
に
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
多
様
化

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

（
注
５
）人
口
学
に
お
け
る
「
人
口
転
換
理
論
」
に
よ
れ

ば
、
全
て
の
社
会
の
人
口
は
、
①
高
出
生
率
・

高
死
亡
率
の
「
多
産
多
死
型
段
階
」
→
②
高

出
生
率
・
低
死
亡
率
の
「
多
産
少
死
型
段
階
」

→
③
低
出
生
率
・
低
死
亡
率
の
「
少
産
少
子
型

段
階
」
と
い
う
発
展
段
階
を
辿
る
と
さ
れ
て
お

り
、
①
か
ら
②
へ
の
移
行
期
を
第
一
次
人
口
転

換
、
②
か
ら
③
へ
の
移
行
期
を
第
二
次
人
口
転

換
と
呼
ぶ
。
日
本
に
お
い
て
は
、
明
治
初
期
よ

り
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
た
第
一
次
人
口
転
換
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
戦
争
放
棄
に
よ
っ
て

急
速
に
完
了
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
注
６
）「
家
族
の
戦
後
体
制
」「
戦
後
家
族
モ
デ
ル
」
等

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
注
７
）学
習
院
大
学
経
済
経
営
研
究
所
が
二
〇
〇
六

年
以
降
七
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
て
い
る「
女

性
の
就
業
と
消
費
意
識
に
関
す
る
パ
ネ
ル
調

査
」。首
都
圏
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
在
住
の
二
十

～
五
十
九
歳（
二
〇
〇
六
年
時
点
）の
約
千
五
百

人
の
女
性
を
、二
〇
〇
六
年
以
降
、毎
年
一回
、同

一
サ
ン
プ
ル
に
対
し
て
継
続
調
査
し
、ラ
イ
フ
コ
ー

ス
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
消
費
意
識
や
実
態
の

変
化
を
追
跡
し
て
い
る
。調
査
方
法
は
訪
問
面

接
留
置
調
査
。

（
注
８
）家
族
を
資
源
と
捉
え
る
こ
と
に
は
違
和
感
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、家
計
の
援
助
や
家
事

や
育
児
支
援
を
し
て
く
れ
る
同
居
な
い
し
近
居

の
家
族
が
い
る
場
合
に
は
プ
ラ
ス
の
資
源
、逆
に
、

未
就
学
児
や
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等
、

女
性
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
家
族
が
い
る
場
合

に
は
マ
イ
ナ
ス
の
資
源
と
し
て
考
え
た
。こ
れ
ら

の
有
り
様
も
、実
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異

な
って
い
る
。

（
注
９
）一
九
八
六
年
の
同
法
施
行
時
に
入
社
し
た
、
生

年
で
い
え
ば
一
九
六
四
年
前
後
の
世
代
。

乳
井
瑞
代
（
に
ゅ
う
い 

み
ず
よ
）

　

学
習
院
大
学
経
済
学
部
お
よ
び
尚
美
学
園
大
学
総

合
政
策
学
部
非
常
勤
講
師
。
専
攻
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

消
費
者
行
動
論
（
特
に
ブ
ラ
ン
ド
研
究
と
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
研
究
に
注
力
）。
筑
波
大
学
第
三
学
群
社
会
工
学
類

卒
業
。
学
習
院
大
学
経
営
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

修
了
後
、
花
王
株
式
会
社
で
の
実
務
経
験
を
経
て
、
学

習
院
大
学
同
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
自
ら
も

就
業
と
就
学
を
リ
カ
レ
ン
ト（
循
環
）し
、
晩
婚
・
晩
産

を
経
験
す
る
な
ど
、
決
し
て
標
準
的
で
は
な
い
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
を
歩
む
。


